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平成２８年４月１２日に開催された第５回「未来投資に向けた官民対話」における安倍総理の御発言。 

「人工知能の研究開発目標と産業化のロードマップを、本年度中に策定します。そのため、産学官の叡智を集め、縦割りを排した『人工

知能技術戦略会議』を創設します。」 

研究開発目標の策定 

研究重点方針（案） 

人工知能研究開発における連携の進め方（検討イメージ） 

研究インフラ整備 

国内外の研究動向の把握・分析 

研究進捗のフォローアップ 

(2030年頃を見据えたAI技術の研究開発の内容、目標の可視化等) 

(1) 基本方針 

 人工知能の研究開発は、他の技術以上に社会との接点が鍵となることから、人工知能技術

戦略会議が設定する社会課題の解決のための実用化研究とその実用化の高度化に貢献する基

礎・基盤・要素技術研究を相互補完的に推進する。 

(2) 当面の人工知能研究に関する重点方針（H29年度概算要求の重点方針） 

①緊急かつ重要な社会課題の解決のために早期の着手が必要な研究 

②上記①の実用化に貢献する基礎・基盤・要素技術の研究 

③府省連携で取り組む研究課題（SIP等）に人工知能研究の観点から大きく貢献できる研究 

(3) さらに先を見通した人工知能研究の重点方針 

①「研究開発目標と産業化のロードマップ」に基づく実用化研究 

②上記①の実用化に貢献する画期的な基礎・基盤・要素技術の研究 

JST(CRDS)及びNEDO等において国内外の研究動向の把握・分析し、

その結果を共有。 

３省で整備予定の設備及び現在有する設備等について情報共有、相互

活用を図る。 

３省で実施したプロジェクトの成果について、毎年度フォローアップ

を実施。 

連携体制等 (1) センター間の連携 

(2) グローバル拠点の整備 

(3) ワンストップ窓口の設置 

(4) 内閣府SIP等との連携強化 

(5) 出口の府省との連携強化 

(6) 府省連携マッチングファンドの創設 

緊急かつ重要であるとして、当面の課題として取り上げるべき分野として検討 

・生産性 

・モビリティ 

・健康・医療・介護 

・情報セキュリティ 

 【選定の考え方】 

   ①社会課題の解決への挑戦 
成長戦略に掲げられる等、社会課題として喫緊に解決への挑戦が求められる
分野 

   ②大きな経済波及効果： 
GDP600兆円の実現に大きく貢献する分野であること 

   ③AIによる寄与： 
特にAIによる大きな貢献が期待できる分野であること 

産業化のロードマップの策定 

その他の課題 

ロードマップ（検討イメージ） 
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資料１ 

短期（～20XX年） 中期（20XX年～20XX年） 長期（20XX年以降）

社会課題 • 交通事故者数を削減する。

AIを中心とした
技術による解決策

• 交通情報と３Ｄマップ情報に基づき、事
故の可能性をあらかじめ言葉も使いながら
注意喚起する

• 走りながら30秒先の状況をシミュレーショ
ンするとともに運転技能を向上させることで、
自動での事故回避や注意喚起の精度が
向上させる。

• ○○○○○○○○○○○○。

期待される効果 • 自動車事故が減少（事故死者数2000
人以下）。

• 自動車事故が減少（事故死者数1000
人以下）。

産業に与える影響
【コア産業】
【付帯産業】
【新産業】

【コア産業】
【付帯産業】
【新産業】

【コア産業】
【付帯産業】
【新産業】

社会実装に向けた課題

• ○○○○○○○○○○○○。
【必要とされる研究開発】
• （鍵となる技術）。
【必要とされる制度整備】
• （規制改革やシステム整備）。

• ○○○○○○○○○○○○。
【必要とされる研究開発】
• （鍵となる技術）。
【必要とされる制度整備】
• （規制改革やシステム整備）。
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国研・大学・民間企業等による
画期的な要素技術の研究の推進
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機械学習

人工視覚野 人工運動野ベイジアン
ネット

人工言語野

データ・知識
融合

大脳皮質モデル
深層表現学習

・・・

社会課題に共通する
AI基盤技術（例）
（協調領域）

横断的な課題
• 情報通信ネットワークの自動構築・制御
• サイバー攻撃への対処
• 地域のミスマッチの解消 等

ものづくり

• 競争力・収益力の強化、新市場の創出
• 雇用のミスマッチの解消
• ミスゼロ・弱点克服社会の実現 等

＜付加価値創出30兆円に貢献＞

• 一人ひとりの可能性を伸ばす学習
• 技術的失業の回避とミスマッチの解消 等

学習

• 渋滞のない社会の実現
• 交通事故者数の削減 等

モビリティ

• インフラの長寿命化・維持管理の効率化 等
インフラ

• 脳（知能）の解明
• 大量・高次元データ駆動科学の興隆への対
応 等

サイエンス

• 地域安全性の向上
• 被災時の被害最小化、防災・減災対策 等

防災・防犯

農業
• 農業生産性の向上
• 食品廃棄の削減

＜6次産業市場10兆円の達成に貢献＞

スマコミ、スマハ、エネルギー

• 住環境からのデータ取得
• エネルギーバリューチェーンの最適化 等

＜エネルギー関連投資28兆円の達成に貢献＞

・画像・動画のアー
カイブ整備

・動作の認識、変
化の検出、異
常検知

・認識や予測結
果に関する情報
提示

・言語による画像・
動画の説明

・議論や会話・行動や表情の検
出

・心理状態の認
識や変化の予
測

・コミュニケーション
相手に対する働
きかけ（身体的
or視覚的)

・様々なセンサから
のデータ収集

・言語によるティー
チング

・日用品を含む一
般物体の認識

・文章の意味の解
析・辞書の作成 ・因果関係の抽出 ・文章の提示

・車載センサからの
データの収集

・移動経路の生成
・運転行動計画・
制御

・交通法規と動作
や状況の照合
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ピッキングやワイヤリング操作の計画・
実行
模倣学習によるティーチング 等

文献情報からの知識発見や技術の
未来予測 等

熟練ドライバのリスク予測モデルの構
築 等

被災地域を被災直後に推定するこ
とによる救助・復旧活動の支援 等

人々の行動予測に基づく医療・介
護等のサービスの設計 等

・部品のピッキン
グ・組立順序の
計画
・不定形物操作

・歩行者の認識や
行動予測
・障害物の認識や
運動予測

• 健康寿命の延伸
• 認知症の予防及び社会対応
• 医療ミスマッチの解消 等

＜市場規模26兆円の達成に貢献＞
健康・医療・介護
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想定される社会課題（例）
（重要10分野）

府省連携による応用研究・実証（SIP等）社会実装へ
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理研は、幅広い社会課題へ
の対応を目指しながら、多様
な基礎研究とそれに基づく次
世代の基盤技術、科学技術
成果の創出に重きを置く
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課題 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

5~6月 7~9月 10~12月 1~3月 上期 下期 上期 下期
研究開発目標
の策定 （中長期）
（３機関※）

研究開発目標
の策定 （当面）
（３機関※）

国内外の研究動向
の把握・分析
（JST/NEDO等※）

研究インフラ整備
（３機関※）

研究開発目標の進捗
状況のフォローアップ
（３機関※）

課題解決に向けた工程表（案）（研究連携会議）

……
：人工知能技術戦略会議の開催（P）
※３省も検討に貢献

研究開発目標に従った研究連携の推進/
ロードマップの適宜修正

調査項目等
の絞り込み

シンクタンクへの調査請負・報告

国内外の研究機関や企業のヒアリングの実施

研究重点方
針の策定

調査分析/
ロードマップへの反映 必要に応じて、適時実施

進捗フォロー
アップ

各研究拠点でのインフラ整備、
連携の在り方の検討

各研究拠点でインフラ整備等/
ロードマップへの反映

進捗フォロー
アップ

研究計画・
連携テーマ
の策定

研究開発目標
原案の策定

研究開発目標に従った研究連携の推進
研究重点方針の検討

研究計画・連携テーマの検討
研究開発目標の更なる検討

研究開発
目標の原案
の検討

（研究連携会議は月１回程度開催することを想定）

研究連携会議で議論すべき課題
 戦略会議は、次世代のＡＩ技術に関し、研究開発の総合調整を行うため、3省が行う
研究開発での連携の具体化等の調査・検討を行う研究連携会議を設置する。（人工
知能技術戦略会議運営要綱第６条第1項）

 研究連携会議で調査・検討を行う課題は以下のとおり。

研究開発目標の策定 ・・・2030年頃を見据えたAI技術の研究開発の内容、目標の可視化等

２．

研究重点方針

研究計画

連携テーマ

・・・3機関で実施するAI研究の方向性、2020年度までの達成目標、
各省の役割等

研究インフラ整備3．

国内外の研究動向の把握・分析

１．

・・・各省の役割に基づく3機関の研究計画（内容、時間軸、予算）等

・・・3機関での連携テーマ、3機関と外部機関との連携テーマ等

研究進捗のフォローアップ4．

・・・国内外のAI技術の研究開発の潮流分析、ベンチマーク等

・・・３機関での研究開発拠点、拠点におけるハード等のインフラ整備等

・・・策定した研究開発目標に基づくフォローアップ等

各会議の検討課題と作業の工程表（案） 

課題 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

5~6月 7~9月 10~12月 1~3月

TF①
産業化ロードマップの策定

規制改革分析

TF②
人材育成

TF③
データ整備・提供＆オープン
ツール

標準化

TF④
ベンチャー育成・金融連携

課題解決に向けた工程表（案）（産業連携会議）

外部からの
意見聴取
（パブコメ等）

TFを4～5回
開催し、原案を
検討

とりまとめに向け
TFを開催

タスクフォース
(TF)の立上げ
第1回7/7開催

タスクフォース
(TF)の立上げ

タスクフォース
(TF)の立上げ
準備会合7/1開催

データの整備と、各研究機関やAIポータル等を通じた外部への
データ提供を実施

ロードマップに従った産業化の推進

TFを月2回程度開催し、産業化に
必要なオープンツールを整理する
とともに、提供スケジュールを検討

オープンツールの整備と、
各研究機関やAIポータル等を
通じた外部へツール提供を実施

データ、ツールの各TFで、標準化すべきデータやツール、標準化を進める
場（IEC、IEEE、JIS等）を検討。また、そのための体制を順次組成し、
標準化を推進

産業化ロードマップ策定作業で、
改革や整備が必要な規制を整理

成長
戦略
に提示

必要な制度の見直しを、産業連携会議
で実施

……
：人工知能技術戦略会議の開催（P）

※産業連携会議は2ヶ月に１回程度開催することを想定

ピッチイベントの開催等を実施
タスクフォース
(TF)
の立上げ

活動に向けた
準備 高等教育機関、研究機関での人材育成プログラム等の実施

TFを6~7回開催し、整備すべき
データとその形式等を整理するとともに、
整備・提供スケジュールを検討

産業連携会議で議論すべき課題
 戦略会議は、次世代のＡＩ技術に関し、研究開発と産業化の総合調整を行うため、
３省が行う研究開発その他の事業の社会実装の円滑化、加速化に係る施策等の調
査・検討を行う産業連携会議を設置する。（人工知能技術戦略会議運営要綱第7条第1項）

 産業連携会議で調査・検討を行う課題と扱う優先順位は以下のとおり。

産業化ロードマップの策定

人材育成

データ整備・提供＆
オープンツール

標準化

規制改革分析

・・・現在、2020、30年までのAI技術の潮流と出口の可視化1．

・・・ AI時代の即戦力人材の育成（データサイエンティスト・エンジニア等）
中長期的なAI技術に係る人材育成方策

・・・AI研究や産業化のためのデータ共有枠組みの整備（政府保有データのデータ
セット化、収集・提供等）、AI汎用オープンツールの整備と提供

2．

3．

5．

6．

・・・標準化すべきAI関連技術の特定と標準化の支援

・・・人工知能の産業化に向けて必要となる規制・制度項目の整理

…

ベンチャー育成・金融連携4． ・・・ベンチャーの立ち上げ支援や、ベンチャーと大企業・金融機関等との
マッチング支援
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